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１Ｐ　通常議員総会　開催

２Ｐ

３Ｐ

４Ｐ　商工会議所２階テナント募集

　　　専門家による事業承継相談会

　　　商工会議所共済制度

５Ｐ　青年部レポート

６Ｐ　会議所月報、事務局人事のお知らせ

７Ｐ　マル経

　　　中小企業大学校研修支援制度案内

８Ｐ　確定申告振替日のお知らせ

　　　検定試験（４月受付分）

＜ 今 月 の 内 容 ＞

浜田商工会議所 第１６８回 通常議員総会  開催

事務局より議案説明を受け、審議する議員の皆さん

　平成３１年３月２９日（金）、浜田ニューキャッスルホ

テルにおいて浜田商工会議所 第１６８回通常議員総会を

開催しました。当日は、来賓として浜田市長　久保田章

市様をはじめ７名の方々にご臨席を賜りましたこと、お

礼申し上げます。

　本議員総会は、議員数７８名に対し、出席議員数６２

名（内訳：本人出席３４名、委任状出席２８名）により

成立しましたので、議長（櫨山陽介会頭）進行のもと、

平成３１年度事業計画（案）、平成３１年度収支予算（案）、

平成３１年度一時借入金の最高限度額（案）等、全１６

議案について審議されました。その結果、上程した議案

は全て承認され、平成３１年度が始動しました。

　平成３１年度事業計画及び収支予算の概要は、次ペー

ジ以降（２、３ページ）に掲載していますので、ご確認

ください。今後ともご協力の程、よろしくお願いいたし

ます。

平成３１年度事業計画、収支予算）
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  ・  　

我

が

国

の

経

済

は
、

二
〇
一
七
年
九
月
に
戦
後
二
番

目
と
な
る
五
十
七
カ
月
間
、
景

気
拡
大
が
続
い
た
「
い
ざ
な
ぎ

景
気
」
を
超
え
、
そ
の
後
も
景

気
拡
大
局
面
が
続
い
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
夏
場

の
度
重
な
る
地
震
や
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
り
一
時
は
景

況
感
が
悪
化
し
、
ま
た
米
中
貿

易
戦
争
な
ど
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
下
げ
止
ま
り
感
が
あ

り
ま
し
た
が
、
本
年
一
月
に
は

景
気
拡
大
局
面
が
七
十
四
カ
月

間
と
な
り
、
個
人
消
費
は
力
強

さ
を
欠
く
も
の
の
、
戦
後
最
長

で
あ
る
「
い
ざ
な
み
景
気
」
の

七
十
三
カ
月
間
を
超
え
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
大
都
市
及
び
一
部
の
企
業

に
お
い
て
の
事
で
あ
り
、
地
方

及
び
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
好

景
気
感
が
全
く
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
四
月
か
ら
は
「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
が
順
次
施

行
さ
れ
、
続
い
て
統
一
地
方
選

挙
、
天
皇
陛
下
退
位
、
五
月
に

は
現
在
の
皇
太
子
殿
下
が
天
皇

陛
下
に
即
位
さ
れ
、
七
月
に
は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
十
月

に
は
消
費
税
が
十
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
本
年
は
非
常

に
重
要
な
行
事
の
多
い
歴
史
の

節
目
に
な
り
そ
う
な
年
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
、
浜

田
市
は
浜
田
藩
開
府
か
ら
四
百

年
を
迎
え
、
浜
田
開
府
四
百
年

祭
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
ふ
る

さ
と
の
歴
史
・
文
化
を
再
認
識

す
る
と
と
も
に
、
交
流
人
口
の

拡
大
が
図
ら
れ
、
次
の
百
年
に

向
け
た
〝
元
気
な
浜
田
〟
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
今
後

の
浜
田
市
の
更
な
る
発
展
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
域
経
済
に
と
っ
て

は
非
常
に
厳
し
い
経
済
環
境
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
私
ど
も

商
工
会
議
所
は
地
域
経
済
活
性

化
に
向
け
て
、
様
々
な
経
済
環

境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、

地
域
商
工
業
の
発
展
は
も
と
よ

り
、
浜
田
市
を
は
じ
め
各
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

真
に
頼
ら
れ
る
組
織
と
し
て
中

核
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

当
所
の
平
成
三
十
一
年
度
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
廃
業
等

に
よ
る
会
員
事
業
所
の
減
少
が

続
い
て
お
り
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
会
員
増
強
活
動
を
推
進
し
、

組
織
力
の
強
化
や
更
な
る
事
業

推
進
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
当
所
の
各
種

共
済
制
度
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
加
入
促
進
を
進
め
財
政

基
盤
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
商
工
業
の
活
性
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
規
創
業
や
事

業
承
継
に
対
す
る
支
援
を
充
実

さ
せ
、
新
商
品
開
発
や
販
路
開

拓
事
業
な
ど
に
対
し
て
は
新
た

な
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
他
消
費
税
軽
減
税
率
へ
の

対
応
や
商
談
会
の
開
催
な
ど
、

地
域
を
支
え
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
対
し
て
き
め
細

か
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
商
工
会
議
所
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
を
十
分
に
認
識
し

つ
つ
、
行
政
並
び
に
各
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

平
成
三
十
一
年
度
は
以
下
の
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
．
地
域
産
業
基
盤
の

整
備
促
進　

　

山
陰
自
動
車
道
に
つ
い
て

は
、
浜
田
・
三
隅
道
路
が
平
成

二
十
八
年
十
二
月
に
全
線
開
通

と
な
り
、
三
隅
・
益
田
道
路
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
七
年
度
に

工
事
が
着
手
さ
れ
、
現
在
は
早

期
の
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が

平
成
三
十
一
年
度

　
　
　
　

事
業
計
画

進
捗
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

山
陰
自
動
車
道
の
全
線
開
通

に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
国
、

県
に
継
続
し
て
要
望
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
も
引
き
続
い
て

要
望
活
動
等
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
島
根
県
内
の
自
動

車
道
路
に
つ
い
て
は
、
有
料
区

間
と
無
料
区
間
が
混
在
し
て
お

り
通
行
料
金
の
適
正
化
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
取
り
組
み
を
い

た
し
ま
す
。

　

萩
・
石
見
空
港
に
つ
い
て
は
、

高
速
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
で

い
な
い
島
根
県
西
部
に
お
い
て

は
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
今
後
も
萩
・
石
見
空
港
利

用
拡
大
促
進
協
議
会
と
連
携
し

て
、
東
京
便
の
利
用
促
進
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
三
隅
発
電
所
二
号
機

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年

十
一
月
に
建
設
工
事
が
着
工
さ

れ
ま
し
た
。
当
地
域
の
経
済
の

振
興
に
好
影
響
を
も
た
ら
す
よ

う
、
三
隅
発
電
所
地
域
経
済
対

策
協
議
会
と
連
携
し
て
地
元
企

業
の
活
用
促
進
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
）
運
輸
交
通
網
の
整
備
推

　
　
　

進
と
協
力
支
援

　

二
）
三
隅
発
電
所
二
号
機
の

　
　
　

建
設
促
進

　

三
）
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
機

　
　
　

能
充
実
へ
の
協
力
と
支

　
　
　

援

二
．
地
域
産
業
活
性
化
へ
の

推
進
と
支
援　

　

浜
田
市
共
通
商
品
券
に
つ
い

て
は
、
萩
・
石
見
空
港
の
利
用

促
進
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
広
く
地
域
住
民
に
定
着
し

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
い
て

浜
田
市
や
石
央
商
工
会
な
ど
と

連
携
し
、
地
元
消
費
の
促
進
及

び
消
費
の
地
域
外
流
出
の
防
止

に
向
け
、
商
品
券
の
利
用
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

創
業
希
望
者
に
対
し
て
は
創

業
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
創
業

計
画
書
の
作
成
支
援
を
は
じ

め
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
や
金

融
機
関
と
連
携
し
て
、
補
助
金

申
請
や
資
金
調
達
、
そ
の
他
各

種
手
続
き
な
ど
適
切
に
対
応
、

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
創
業
者

支
援
の
一
環
と
し
て
年
間
二
つ

の
セ
ミ
ナ
ー
（
女
性
向
け
セ
ミ

ナ
ー
、
一
般
向
け
セ
ミ
ナ
ー
）

を
浜
田
市
や
石
央
商
工
会
と
連

携
の
う
え
実
施
し
ま
す
。

　

地
元
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ

い
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

島
根
県
や
石
見
地
域
の
市
町
や

他
の
商
工
会
議
所
、
商
工
会
等

と
連
携
の
う
え
、
県
内
外
の
バ

イ
ヤ
ー
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
市
内
中
小
企
業
者
等

に
対
し
て
新
商
品
開
発
や
販
路

開
拓
事
業
な
ど
に
対
す
る
補
助

事
業
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
浜

田
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
窓
口
と

し
て
、
事
業
承
継
推
進
員
、
島

根
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
や
行
政
等
と
連
携
し
て
、

各
種
施
策
も
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
事
業
者
に
蓄
積
さ
れ
た
経

営
資
源
が
散
逸
す
る
こ
と
な
く

円
滑
に
事
業
が
承
継
さ
れ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業

継
続
力
強
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
円
滑

な
事
業
の
承
継
や
企
業
体
質
の

改
善
、
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

金
融
、
経
営
両
面
か
ら
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業

の
推
進
と
し
て
は
、
積
極
的
な

巡
回
指
導
を
実
施
し
、
事
業
者

が
抱
え
る
課
題
の
把
握
に
努

め
、
各
種
施
策
の
活
用
や
他
の

支
援
機
関
と
も
連
携
し
て
き
め

細
か
な
支
援
を
行
い
、
意
欲
の

あ
る
事
業
者
に
対
し
経
営
計
画

の
作
成
や
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
な
ど
伴
走
型
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
十
月
の
消
費
税

率
十
％
へ
の
引
き
上
げ
や
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
の
導
入
向

け
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
消
費
税
軽
減

税
率
へ
の
対
応
・
価
格
転
嫁
に
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資
す
る
経
営
力
強
化
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
や
講
習
会
を
実
施
し
、

軽
減
税
率
制
度
や
価
格
転
嫁
対

策
に
関
す
る
支
援
を
い
た
し
ま

す
。

　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
市
内
商
店

街
な
ど
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
商
店

街
な
ど
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
事
業

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
に
対

し
、
事
業
費
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
活
性
化
へ
の
取

組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

本
年
は
浜
田
藩
開
府
か
ら

四
百
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、

「
浜
田
開
府
四
百
年
祭
」
実
行
委

員
会
に
よ
り
多
く
の
記
念
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
で
は
、
四
月
か
ら

募
集
が
開
始
さ
れ
る
「
全
国
の

“
浜
田
さ
ん
”
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

事
業
、
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

や
浜
田
開
府
四
百
年
祭
記
念
式

典
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
非
常

に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
交
流
人
口
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

所
と
し
ま
し
て
は
協
賛
事
業
と

し
て
「
会
員
飲
食
・
宿
泊
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
・
配
布
し

ま
す
。

　

一
）
地
域
商
工
業
の
振
興
と

　
　
　

推
進

　

二
）
小
規
模
事
業
経
営
支
援

　
　
　

事
業
の
推
進

　

三
）
中
心
市
街
地
活
性
化
事

　
　
　

業
の
推
進

　

四
）
観
光
振
興
の
推
進

　

五
）
浜
田
港
・
浜
田
漁
港
の

　
　
　

利
用
促
進
の
協
力
、
支

　
　
　

援

三
．
組
織
運
営
・

財
政
基
盤
の
確
立　

　

組
織
・
財
政
基
盤
の
確
立
と

会
議
所
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性

化
を
図
る
た
め
、
会
員
増
強
活

動
を
継
続
実
施
し
て
組
織
率
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
各
種
共

済
制
度
加
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
Ｗ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
と
も

に
加
入
強
化
月
間
を
定
め
て
生

命
共
済
制
度
「
漁
火
」
の
加
入

促
進
を
図
り
財
源
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
生

命
共
済
加
入
者
に
対
し
て
還
元

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
）
財
源
確
保
の
取
り
組
み

　

二
）
会
員
増
強
活
動
の
取
り

　
　
　

組
み
強
化

　

三
）
生
命
共
済
制
度
「
漁
火
」

　
　
　

及
び
各
種
共
済
制
度
の

　
　
　

加
入
促
進
及
び
還
元
事

　
　
　

業
の
実
施
（
新
規
）

　

四
）
委
員
会
、
部
会
活
動
の

　
　
　

活
発
化

　

五
）
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
広
報

　
　
　

事
業
の
強
化

　

六
）
職
員
研
修
の
充
実

　

七
）
青
年
部
事
業
の
推
進
、　

　
　
　

支
援

四
．
地
域
産
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
連
携
推
進　

　

浜
田
地
域
の
産
業
振
興
を
図

る
た
め
、
市
内
外
の
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
地
域
経
済
の

振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
）
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

　
　
　

へ
の
協
力
と
事
業
の
推

　
　
　

進

　

二
）
石
央
商
工
会
等
と
の
連

　
　
　

携
事
業
の
推
進

　

三
）
広
島
商
工
会
議
所
と
の

　
　
　

経
済
交
流
事
業
の
推
進

　

四
）
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
中
四

　
　
　

国
実
行
委
員
会
へ
の
協

　
　
　

力
と
事
業
の
推
進

　

五
）
五
地
想
物
語
事
業
へ
の

　
　
　

協
力
、
支
援

　

六
）
島
根
県
立
大
学
と
の
連

　
　
　

携

　

七
）
大
学
を
支
え
る
会
へ
の

　
　
　

協
力
、
支
援

　

八
）「
海
の
日
」
海
洋
環
境
連

　
　
　

絡
会
２
１
へ
の
協
力
、　

　
　
　

支
援

　

九
）
そ
の
他
各
種
経
済
団
体

　
　
　

へ
の
協
力
、
支
援

五
．
国
際
交
流
事
業
の

推
進
と
協
力　

　

国
際
交
流
事
業
は
、
浜
田
国

際
交
流
協
会
、
日
韓
親
善
協
会

と
連
携
し
な
が
ら
交
流
事
業
を

推
進
い
た
し
ま
す
。

　

外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け

入
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
二

回
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

監
理
体
制
の
整
備
を
図
り
技
能

実
習
事
業
の
適
正
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
四
月
よ
り
一
定

の
専
門
性
・
技
能
を
有
す
る
外

国
人
材
の
受
入
れ
制
度
と
し
て
、

就
労
を
目
的
と
し
た
新
た
な
在

留
資
格
「
特
定
技
能
」
が
創
設

さ
れ
ま
す
。
技
能
実
習
生
か
ら

の
移
行
希
望
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
制
度
へ
の
対
応
を

進
め
ま
す
。

　

一
）
日
韓
親
善
協
会
、
日
華

　
　
　

親
善
協
会
、
日
中
友
好

　
　
　

協
会
へ
の
協
力

　

二
）
外
国
人
技
能
実
習
生
受

　
　
　

入
れ
事
業
の
実
施
と
新

　
　
　

制
度
へ
の
対
応

　

以
上
の
主
要
施
策
を
基
本
に
、

役
員
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
得
な
が
ら
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
会
員
各
位
の
格

別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　専 門 家 に よ る

事 業 承 継 相 談 会
無料

平成３１年４月２４日（水）　
１０時　～　１５時

日　時

場　所

相談員

≪ご予約・お問合せ先≫

　　浜田商工会議所

　　TEL：０８５５－２２－３０２５

　※なお、上記以外でも相談を受け付けておりますので

　　お気軽にお問合せください。

中小企業基盤整備機構 中国本部

事業承継コーディネーター

村上　弘基　氏

島根県事業承継推進員

佐田　正徳　氏

浜田商工会議所

共済の加入・脱退の手続き
お済みですか？

　春は人事異動の時期です。現在、商工会議所共済制度の
『生命共済制度・漁火』及び『特定退職金共済制度』をご利
用の事業所で、新規雇用をされた方がおられましたら、加
入手続きをよろしくお願いいたします。
　現在共済制度をご利用でない事業所につきましては、こ
の春から始められませんか？

『生命共済制度・漁火』
　割安な掛金で、業務上、業務外を問わず２４時間保障の
上、ガン死亡特約付きです。さらに当所独自の見舞金や祝
金制度も充実しております。その上、毎年収支計算を行い、
剰余金が生じた場合は、契約者あてに契約者配当金をお支
払します。

『特定退職金共済制度』
　 老後保障という意味からも中小企業でも設けているとこ
ろが多くなりました。これは、従業員の退職後の生活に経
済的な保障を与えることにより、採用はもちろん勤務意欲
や定着化を高めるうえで重要な役割を持つ労働条件の１つ
であると言えます。

　福利厚生の充実は企業価値を高め、優秀な人材確保に役
立ちます。是非ご検討ください。
   事業所新規加入、追加加入、増口等の手続詳細について
は、下記へお気軽にお尋ねください。

　　浜田商工会議所
　　TEL：０８５５－２２－３０２５

《お問い合わせ》　　浜田商工会議所　総務課　( 〒 697-0027 浜田市殿町 124-2)    
　　　　　　　　　TEL 0855-22-3025  　 FAX 0855-22-5400  

   浜田商工会議所では、2 階テナントの入居事業所を募集しています。詳細については、お問い合わせください。

新たなテナントオフィスをお探しの皆様へ

会議所 2 階テナント入居事業所募集！！

会 　議　 室

（ 道 路 側 ）

入　居　済テ   ナ   ン   ト
約 9.1 坪

階 

段

トイレ

外
　
観

内
　
装



(5) 平成31年4月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第371号

浜田商工会議所 青年部  
新入会員を募集しています！ 

入会資格 浜田商工会議所会員事業所にあって、満49歳までの経営者、
もしくはそれに準ずる方であれば入会できます。

年 会 費 ３６, ０００円

お問合わせ 浜田商工会議所青年部事務局
〒 697-0027　浜田市殿町 124-2
TEL ： 0855-22-3025　FAX ： 0855-22-5400
MAIL ： yeg@hamada-cci.or.jp

　当青年部は、 浜田商工会議所会員事業所の青年経営者及び後継者が地域経
済の担い手として自覚し、 資質の向上と健全な企業の発展を目指すとともに、 浜
田市の商工業振興と豊かで活力のある街づくりに寄与することを目的としています。

浜
田
商
工
会
議
所

青
年
部
レ
ポ
ー
ト

四
月
号

　

平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日

（
月
）、
平
成
三
十
年
度
浜
田
商

工
会
議
所
青
年
部
卒
業
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
に
は
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
の

方
を
含
め
多
数
の
方
の
ご
出
席

を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

本
年
度
卒
業
と
な
ら
れ
た
五

名
の
先
輩
、
井
上
圭
司
さ
ん
、

植
田
節
雄
さ
ん
、
中
田
一
成
さ

ん
、
藤
原
健
さ
ん
、
松
本
浩
さ

ん
へ
原
田
会
長
よ
り
卒
業
証
書
、

卒
業
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
の

答
辞
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
青
年

部
活
動
へ
の
情
熱
や
、
思
い
を

我
々
後
輩
に
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
回
五
名
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
、
寂
し
さ
と
共
に
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
浜
田

Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
次
代
へ
と
繋
い
で
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
我
々
に
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

（
総
務
委
員
会

委
員
長　

杖
田　

浩
崇
）

平
成
三
十
年
度
卒
業
式

商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

青
年
部
最
後
の
綱
領
朗
読
を
す
る

卒
業
生
一
同

ご
卒
業
さ
れ
る
五
名
の
皆
さ
ま

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

卒
業
生
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
、
一
言
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
、
長
い
よ
う
で

短
か
っ
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
し
た
。

多
く
の
仲
間
に
恵
ま
れ
、
共
に

笑
い
、
共
に
泣
き
、
共
に
語
り

合
っ
た
日
々
は
、
か
け
が
え
の

な
い
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
事
業
を
通
し
て
多
く

の
方
々
と
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
の
貴

重
な
経
験
を
今
後
の
人
生
に
活

か
し
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
各
事
業

に
ご
協
賛
並
び
に
ご
協
力
賜
り

ま
し
た
企
業
様
や
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
、
浜
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
更
な
る
ご

発
展
を
お
祈
り
し
、
お
礼
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」

　

（
平
成
三
十
年
度
卒
業
生

藤
原　

健
）

卒
業
生
よ
り
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会 議 所 月 報 （ ３ 月 １ ２ 日 ～ ４ 月 ８ 日 ）

協議事項
１．会議所会員加入承諾について　    
　　[1 月末会員数 ] 　1,175　[2 月末会員数 ]　1,177     
　    [ 平成 30 年 4 月 1 日現在商工業者数 ]　2,290
　　[ 組織率 ]   51.40％
    　加入事業所数 ： 7　　退会事業所数 ： 5

２．平成３１年度事業計画（案）について

３．平成３１年度収支予算（案）について

４．平成３１年度一時借入金の最高限度額（案）
　　について
報告事項
１．通常議員総会の日程
　　３月２９日（金）　１７時～
　　浜田ニューキャッスルホテル

 第２１８回常議員会の報告　（３月１２日開催 )

新入会員のご案内 / ご入会いただきありがとうございます （敬称略）

有限会社　中山商事　　　　　　　　　　浜田市金城町　　　サービス業

ウエルシア薬局　株式会社　　　　　　　浜田市田町　　　　小売業

ローソン浜田周布店　　　　　　　　　　浜田市周布町　　　コンビニエンスストア

株式会社　ＳＥＩＷＡ　　　　　　　　　浜田市元浜町　　　卸売販売業・飲食業　

合同会社　ハートビジネス　　　　　　　浜田市田町　　　　事務代行業

デイサービス　おあしす　かわのせ　　　浜田市下府町　　　介護サービス業

合同会社　笑ＦＵＬＬ　　　　　　　　　浜田市治和町　　　障害福祉サービス業

３月１３日（水）　　外国人材の新たな受入制度
　　　　　　　　　についての説明会
３月１４日（木）　　派遣税理士決算個別指導相談会
３月１５日（金）　　地域包括支援センター検討委員会
３月１５日（金）　　「しまね映画塾 2018in 浜田」実行委員会
３月１８日（月）　　しまねブランド推進課「新規事業」
　　　　　　　　　説明会
３月１８日（月）　　浜田開府 400 年祭実行委員会
３月１９日（火）　　島根県立大学卒業証書授与式
３月１９日（火）　　はまだ産業振興機構事務局会議

３月２０日（水）　　租税作品合同表彰式実務者会議
３月２０日（水）　　浜田市「ＢＵＹ浜田運動」推進委員会
３月２０日（水）　　日本商工会議所会員総会
３月２２日（金）　　石見の発信拠点「石見小屋」完成式典
３月２６日（火）　　事業承継個別相談会
３月２６日（火）　　浜田市環境清掃対策審議会
３月２９日（金）　　通常議員総会
４月　１日（月）　　理容組合浜田支部総会
４月　３日（水）　　島根県立大学入学式

 会議所の動き

 浜田商工会議所　事務局人事のお知らせ

◆ 貰 っ て う れ し い 　 使 っ て 便 利 な 　 「 浜 田 市 共 通 商 品 券 」 ◆

【辞　  令】４月１日付
・商工振興課　　主任主事　　　増澤　芳朗 ( 昇格 ) ・経営指導課　　主事補　　　　島本　直幸 ( 異動 )

・総務課　　　　主事補　　　　平田　邦彦 ( 異動 )
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◆ 貰 っ て う れ し い 　 使 っ て 便 利 な 　 「 浜 田 市 共 通 商 品 券 」 ◆

お店のチラシ、折り込みませんか？
　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に『商工会議所だより』を発行し、全会員事業所、官公庁を含めた、
約 1,300 ヶ所に配布しています。
　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込み（有料）、『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？
　
   ＜チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所　TEL：0855-22-3025 まで＞

　中小企業大学校広島校では、２０１９年度も中小企業向けの研修会を開催されています。

浜田商工会議所では、会員の皆様に中小企業大学校広島校が主催する研修会をご利用いただきやすいように、受講される方々

の受講料等の一部を助成しております。ぜひ人材育成の一環としてご活用ください。

　　＜助成対象＞ 浜田商工会議所の会員で、中小企業の経営者、後継者及びこれに準ずる方
　　＜助  成  額 ＞ 受講料、旅費の合計額の 1 ／ 2 以内とし、1 人当たり 3 万円まで
　　　　　　　　　（ただし、１企業において年間２名以内）
　　＜申請方法 ＞ 受講前に所定の申請用紙での申込が必要です。助成金の支払は受講後となります。
　　＜そ  の   他 ＞ ・各研修コースの内容については、中小企業大学校広島校のホームページ等でご確認ください。
　　　　　　　　  ・同内容や受講企業の声、広島校の施設などを紹介した『研修ガイド２０１９』も広島校より
　　　　　　　　　 発行されています。ご利用の方は、広島校ホームページまたは電話にてご請求ください。
　　　　　　　　　     『広島校』で HP 検索　⇒　トップページ右上端の『資料請求・お問い合わせ』をクリック
　　　　　　　　　       TEL　082-278-4955　

【お問い合わせ先】
　　浜田商工会議所　商工振興課　TEL：0855-22-3025　FAX：0855-22-5400

中 小 企 業 大 学 校 広 島 校  研 修 支 援 制 度 の ご 案 内

マ ル 経 資 金 の メ リ ッ ト

マ ル 経 資 金 ( 経 営 改 善 貸 付 )
- 無担保 ・ 無保証人 ・ 小規模事業者経営改善資金 -

① 担保、保証人、信用保証とも一切不要です。　  ② 保証料、手数料とも不要、金利は実質金利です。
③ 借入後の金利変動がない固定金利です。  　　　④ 安心して利用できる国の融資制度です。

運転資金・設備資金　2,000 万円　 　 利率　1.21％ ( 固定金利 )　　返済期間　　
運転資金　最長 7 年

設備資金　最長 10 年

融  資  の  対  象  者

 ① 現在、旧浜田市内で 1 年以上事業を営んでいる方　
 ② 常時使用する従業員が 20 人以下 ( 商業・サービス業 5 人以下 ) の方
 ③ 納税すべき税金 ( 所得税・法人税・事業税・住民税 ) を完納している方
 ④ 従前から浜田商工会議所の経営指導を受けている方　　    ⑤ 日本政策金融公庫の対象事業である方

お問い合わせ　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025　

（平成 31 年 4 月 1 日現在）　

（据置 1 年以内を含む）　

（据置 2 年以内を含む）　

　マル経資金は、安心・有利な公的融資制度、小規模事業所の方々の経営の改善に役立てて頂くための国の融資制度です。
　

※運転資金・設備資金は今回の申込金額と利用残高の合計が 1,500 万円を超える場合、事業計画書、報告書が必要となります。
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申告所得税及び復興特別所得税の延納をご利用の場合の延納分の納期限及び振替日は、２０１９年５月３１日（金）です。
振替日にご指定の預貯金口座から納税額を自動的に引き落としますので、事前に預貯金口座の残高をご確認ください。
残高不足等で振替ができない場合は、納期限の翌日から納付日まで延滞税がかかりますのでご注意ください。

４/２２

月

４/２４

水振替日

申告所得税及び
復興特別所得税

消費税及び
地方消費税（個人事業主）

平 成 ３ ０ 年 分 確 定 申 告 振 替 日 の お 知 ら せ
国税庁より振替納税を利用されている方へ

平成３０年分
確  定  申  告

平成３１年 平成３１年

浜 田 商 工 会 議 所　 検 定 試 験 の お 知 ら せ

【お問い合わせ先】　　浜田商工会議所　総務課　　　TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400

浜田商工会議所にて実施する検定試験（４月受付開始分）のご案内です。社員のスキルアップに活用してみませんか。


